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福島県 南相馬市でのボランティア活動報告 
 
















難地域に指定され，筆者の派遣時 2012 年 3 月時点での，

































図 1 南相馬市の位置 








１．日  程 
 日程を表 1 に示す 
 
２．活動内容 































 震災後 1 年が経過し，サロン活動は，住民が自主的に 
 

































































写真 2 仮設住宅 

























































































図 2 南相馬市生活復興ボランティアセンター ホームページ 













































































 今回は，筆者らは一週間，協会としては 3 か月という
期間限定のボランティアであったが，現地のスタッフや
ボランティアの自主活動に移行できるものと，継続的に
リハ的な視点が必要となるものとが明確化した．今後の
支援については，OT 協会および現地の作業療法士とも
検討をしていくこととなる． 
 まずは，現地の実態とこのような活動の様子について，
報告し，知ってもらうことも支援の一つとなると思われ
る． 
 ボランティア派遣に対し協力下さった職員の方々，材
料の手配をしていただいた阪本病院 鈴木志乃先生に感
謝いたします. 
